



















































































































































































































































































































&‘_､ ､､ ､啓.、 j”
図640歳ころの長沢
た．神秘主義者のアルザイア・シェバリエという女性が
1891年にハリスのもとを訪れたはじめはハリスに気高
さを見た彼女だったが．その後個性的な彼の教えの中にい
かがわしいものを感じ取って反発した． シェバリエはつい
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